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４文科教第４８５号 

令和４年６月２２日 

各 都 道 府 県 教 育 委 員 会 教 育 長 

各 指 定 都 市 教 育 委 員 会 教 育 長

各 都 道 府 県 知 事

構造改革特別区域法第１２条第１項の

認 定 を 受け た 各地方 公 共 団体 の 長 

各 国 公 立 大 学 法 人 の 長

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長 殿 

大学を設置する各地方公共団体の長 

各文部科学大臣所轄学校法人理事長

大学を設置する各学校設置会社の代表取締役

厚 生 労 働 省 医 政 局 長

厚 生 労 働 省 社 会 ・ 援 護 局 長

文部科学省総合教育政策局長 

藤 原  章 夫 

（ 公 印 省 略 ） 

「性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制

作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約

等に関する特則等に関する法律」（ＡＶ出演被害防止・救済法）の公布について 

この度、第 208回国会において、「性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に

資するために性行為映像制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に

資するための出演契約等に関する特則等に関する法律」（令和４年法律第 78号。以下「本

法」という。）が成立し、令和４年６月２２日に公布されました。 

本法は、性行為映像制作物の制作公表により、出演者の心身及び私生活に将来にわた

って取り返しのつかない重大な被害が生ずるおそれがあり、また、現に生じていること

に鑑み、全ての年齢、性別の者について、被害を防止し、また、被害を受けた出演者の

救済に資するために徹底した対策を講ずることが出演者の個人としての人格を尊重し、

あわせてその心身の健康及び私生活の平穏その他の利益を保護し、性行為の強制の禁止、

出演契約の特則等により、出演者の性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に

この度、性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映

像制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契

約等に関する特則等に関する法律（令和４年法律第 78 号）が公布されましたので、

その概要等について通知します。



2 
 

資することを目的としており、一部の規定を除き、公布の日の翌日から施行することと

されています。 

本法においては、出演契約等に関する特例を設け相談体制の整備を行うことのほか、

国及び地方公共団体において、学校をはじめ、地域、家庭、職域その他の様々な場を通

じて、性行為映像制作物への出演に係る被害の発生を未然に防止するために必要な事項

に関する国民の十分な理解と関心を深めるために必要な教育活動及び啓発活動の充実

を図るものとしています。 

また、衆議院内閣委員会及び参議院内閣委員会においては、別添③及び④のとおり決

議が付されています。 

文部科学省では、子供たちを性犯罪・性暴力の加害者、被害者、傍観者にさせないた

め、生命の尊さを学び、性暴力の根底にある誤った認識や行動、また、性暴力が及ぼす

影響などを正しく理解した上で、生命を大切にする考えや、自分や相手、一人一人を尊

重する態度等を、発達段階に応じて身に付けるための「生命（いのち）の安全教育」を

推進していますが、本法を受けて取組を一層推進してまいります。また、内閣府におい

ても本法の成立を受けて別添⑥の啓発資料や相談窓口の資料を作成しています。各学校

設置者等におかれても、本法の意義等を御理解の上、各学校において発達段階に応じて、

本法の内容や内閣府作成の啓発資料や相談窓口の資料について学生や生徒等に周知す

るとともに、「生命（いのち）の安全教育」に取り組むようお願いいたします。 

各都道府県教育委員会教育長におかれては所管の学校（専修学校及び各種学校を含む。

以下同じ。）及び域内の市区町村教育委員会（指定都市教育委員会を除く。）に対して、

各指定都市教育委員会教育長におかれては所管の学校に対して、各都道府県知事におか

れては所轄の学校及び学校法人等（文部科学省所轄の学校法人を除く。）に対して、構造

改革特別区域法第 12 条第 1 項の認定を受けた各地方公共団体の長におかれては所轄の

学校設置会社に対して、各国公立大学法人の長におかれてはその設置する学校に対して、

独立行政法人国立高等専門学校機構理事長におかれてはその設置する高等専門学校に

対して、大学を設置する各地方公共団体の長、各文部科学大臣所轄学校法人理事長及び

大学を設置する各学校設置会社の代表取締役におかれてはその設置する大学に対して、

厚生労働省医政局長及び厚生労働省社会・援護局長におかれては所管の専修学校に対し

て、周知をお願いいたします。 

なお、本件については、内閣府から各都道府県知事宛に別添⑤の通り、同旨の通知が

発出されておりますので、相互に連携を図りながら協力するようお願いいたします。 
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（別添） 

① 性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作

物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約等

に関する特則等に関する法律 概要 

② 性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作

物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約等

に関する特則等に関する法律（令和４年法律第 78号） 

③ 性行為映像制作物への出演に係る被害の防止及び出演者の救済に関する件（衆議院

内閣委員会） 

④ 性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作

物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約等

に関する特則等に関する法律案に対する附帯決議（参議院内閣委員会） 

⑤ 「性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制

作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約

等に関する特則等に関する法律」（ＡＶ出演被害防止・救済法）の成立について（内

閣府通知） 

⑥ 内閣府作成啓発資料・相談窓口の資料 

 
【参考情報】 

〇 文部科学省ＨＰ（性犯罪・性暴力対策の強化について） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html 

〇 内閣府ＨＰ（ＡＶ出演被害問題について） 

https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/index.html 

 

 

  

【本件担当】 

文部科学省総合教育政策局 

男女共同参画共生社会学習・安全課 

男女共同参画企画係 

TEL：03-5253-4111〔内線〕3073 

https://www.mext.go.jp/a_menu/danjo/anzen/index.html
https://www.gender.go.jp/policy/no_violence/avjk/index.html


ＡＶ出演被害防止・救済法 概要
１ 目的（１条）
ＡＶ出演被害により、出演者の心身や私生活に将来にわたり取り返しの付かない重大な被害が、現に生じている
⇒全ての年齢・性別の者について被害の防止・被害者の救済が必要
⇒出演者の個人としての人格を尊重し、あわせてその心身の健康及び私生活の平穏その他の利益を保護し、性
行為の強制の禁止・出演契約の特則等により、出演者の性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に
資する

〇出演契約は、ＡＶごとに締結しなければならないこと 〇書面主義
〇ＡＶ契約書等の交付義務 〇ＡＶ契約の説明義務 → 罰則で担保

４ 締結に関する特則（４～６条）

６ 無効、取消し及び解除等に関する特則（10～14条）
〇ＡＶを特定しないで出演義務を課す契約条項⇒無効
〇書面交付義務及び説明義務に違反があった場合⇒出演者はＡＶ契約を取り消せる
〇５履行等に関する特則に違反する場合⇒出演者は無催告で契約を解除できる
〇全てのＡＶ出演契約⇒公表後１年間（施行後２年間は経過措置として「２年間」）、無条件で解除可能
〇ＡＶ出演者は、ＡＶ出演契約の解除によって損害賠償義務を負わない
〇各当事者は、解除により原状回復義務を負う
〇任意解除を妨げるための不実告知又は威迫・困惑行為の禁止 → 罰則で担保

５ 履行等に関する特則（７～９条）
ＡＶ撮影について、
〇契約書面の交付から１か月間の撮影の禁止 〇意に反する性行為は拒絶できる
〇出演者の安全等に配慮する義務 〇事前確認の機会の付与
〇全ての撮影の終了から４か月間の公表の禁止

８ プロバイダ責任制限法の特例（16条）
ＡＶに係る情報の流通により自己の権利を侵害されたとする出演者からプロバイダ等に情報削除の申出があった
場合の、プロバイダ等から情報発信者に対する削除同意照会期間について、通常の「７日」から「２日」に短縮
９ 相談体制の整備等（17～19条）
〇ＡＶ出演契約の勧誘・締結・履行等、ＡＶの制作公表の各段階における、出演者等からの相談体制の整備
〇被害の発生を未然に防止するために必要な教育活動及び啓発活動の充実

〇施行期日…公布の日の翌日から施行（罰則関連規定のみ公布の日から20日）
〇経過措置…施行後２年間は、ＡＶの公表から２年の間、全てのＡＶ出演契約を無条件で解除できる
〇見直し条項…下記の項目等について施行後２年以内に見直す
・公表期間の制限（忘れられる権利）・無効とする出演契約等の条項の範囲

11 附則

２ 定義（２条）
「性行為映像制作物（この資料において便宜上「ＡＶ」）」とは、性行為（性交若しくは性交類似行為又は
他人が人の露出された性器等（性器又は肛門をいう。）を触る行為若しくは人が自己若しくは他人の露出され
た性器等を触る行為）に係る人の姿態を撮影した映像並びにこれに関連する映像及び音声によって構成され、
社会通念上一体の内容を有するものとして制作された電磁的記録又はこれに係る記録媒体であって、その全体
として専ら性欲を興奮させ又は刺激するもの

７ 差止請求権（15条）
ＡＶ出演者は、出演契約に基づくことなくＡＶの制作公表がされた、又は出演契約の取消し若しくは解除を
したときは、その制作公表の停止・予防及びこれに必要な行為を請求できる

３ 実施及び解釈の基本原則（３条）
〇ＡＶ事業者等は、ＡＶ出演被害の重大性を自覚し、性をめぐる個人の尊厳が重んぜられるようすること
〇ＡＶ撮影における性交等の強要は禁止 〇公序良俗に反する契約は無効 〇売春等は許容されない

10 罰則（20～22条）
〇解除妨害のための不実告知又は威迫・困惑行為→３年以下の懲役又は300万円以下の罰金
〇契約書等交付義務違反・説明義務違反→６月以下の懲役又は100万円以下の罰金

文部科学省
テキストボックス
別添①
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こ
の
法
律
に
お
い
て
「
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
」
と
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
に
お
い
て
性
行
為
に
係
る
姿
態
の

撮
影
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
い
う
。 

４ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
出
演
者
」
と
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
を
し
、
又
は
し
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。 



 

  
 

四
 

５ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
制
作
公
表
」
と
は
、
撮
影
、
編
集
、
流
通
、
公
表
（
頒
布
、
公
衆
送
信
（
公
衆
（
特
定
か
つ
多
数

の
者
を
含
む
。
）
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
無
線
通
信
又
は
有
線
電
気
通
信
の
送
信
を
行
う
こ
と
を

い
う
。
）
又
は
上
映
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
等
（
こ
れ
ら
の
行
為
に
関
す
る
あ
っ
せ
ん
を
含
む
。
）
の
一
連
の
過
程
の
全

部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
を
い
う
。 

６ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
出
演
契
約
」
と
は
、
出
演
者
が
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
を
し
て
、
そ
の
性
行
為
映
像
制

作
物
の
制
作
公
表
を
行
う
こ
と
を
承
諾
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
い
う
。 

７ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
制
作
公
表
者
」
と
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
を
行
う
者
と
し
て
、
出
演
者
と
の
間
で

出
演
契
約
を
締
結
し
、
又
は
締
結
し
よ
う
と
す
る
者
を
い
う
。 

８ 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
制
作
公
表
従
事
者
」
と
は
、
制
作
公
表
者
以
外
の
者
で
あ
っ
て
、
制
作
公
表
者
と
の
間
の
雇
用
、

請
負
、
委
任
そ
の
他
の
契
約
に
基
づ
き
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
に
従
事
す
る
者
を
い
う
。 

 

（
実
施
及
び
解
釈
の
基
本
原
則
） 

第
三
条 

制
作
公
表
者
及
び
制
作
公
表
従
事
者
は
、
そ
の
行
う
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
に
よ
り
出
演
者
の
心
身
及
び

私
生
活
に
将
来
に
わ
た
っ
て
取
り
返
し
の
付
か
な
い
重
大
な
被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
現
に
生
じ
て
い
る
こ



  
 

五
 

と
を
深
く
自
覚
し
て
、
出
演
者
の
個
人
と
し
て
の
人
格
を
尊
重
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
心
身
の
健
康
及
び
私
生
活
の
平
穏
そ
の

他
の
利
益
を
保
護
し
、
も
っ
て
そ
の
性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

制
作
公
表
者
及
び
制
作
公
表
従
事
者
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
に
係
る
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
出
演
者
に
対
し
て
性
行
為

を
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
。 

３ 

こ
の
法
律
の
い
か
な
る
規
定
も
、
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
を
無
効
と
す
る
民
法
（
明
治
二
十
九

年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
九
十
条
の
規
定
そ
の
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
無
効
と
さ
れ
る
契
約
を
有
効
と
す
る
も
の
と
解
釈

し
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

制
作
公
表
者
及
び
制
作
公
表
従
事
者
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
法
律
に
よ
り
刑
法
（
明

治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
、
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
そ
の
他
の
法
令
に
お
い
て
禁
止
さ
れ

又
は
制
限
さ
れ
て
い
る
性
行
為
そ
の
他
の
行
為
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
と
と

も
に
、
出
演
者
の
権
利
及
び
自
由
を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
二
章 

出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則 

 
 

 
 

第
一
節 

締
結
に
関
す
る
特
則 



 

  
 

六
 

 
（
出
演
契
約
） 

第
四
条 

出
演
契
約
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
ご
と
に
締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

出
演
契
約
は
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
で
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。 

３ 

前
項
の
出
演
契
約
に
係
る
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
（
以
下
「
出
演
契
約
書
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
制
作
公
表
者
及
び
出

演
者
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
制
作
公
表
者
及
び
出
演
者
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
並
び
に
当
該
出
演
契
約
の
締
結

の
日
時
及
び
場
所
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
制
作
公
表
者
に
係
る
部
分
に
関
す
る
事
項
に
限
る
。
）
を
記
載
し
、

又
は
記
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
出
演
者
が
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
を
す
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
を
予
定
す
る
日
時
及
び
場
所 

 

三 

前
号
の
撮
影
の
対
象
と
な
る
当
該
出
演
者
の
性
行
為
に
係
る
姿
態
の
具
体
的
内
容 

 

四 

前
号
の
性
行
為
に
係
る
姿
態
の
相
手
方
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

 

五 

当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
の
具
体
的
方
法
及
び
期
間 

 

六 

当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
を
行
う
者
が
制
作
公
表
者
以
外
の
者
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
当
該
公
表
を
行



  
 

七
 

う
者
の
氏
名
又
は
名
称
そ
の
他
当
該
公
表
を
行
う
者
を
特
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項 

 

七 
当
該
出
演
者
が
受
け
る
べ
き
報
酬
の
額
及
び
支
払
の
時
期 

 

八 

そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項 

 

（
出
演
契
約
に
係
る
説
明
義
務
） 

第
五
条 

制
作
公
表
者
は
、
出
演
者
と
の
間
で
出
演
契
約
を
締
結
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
出
演
者
に
対

し
、
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
項
（
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
当
該
制
作
公
表
者
に
係
る
部
分
に
関
す
る

事
項
に
限
る
。
次
条
及
び
第
二
十
一
条
第
二
号
に
お
い
て
「
出
演
契
約
事
項
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
出
演
契
約
書
等
の
案

を
示
し
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
事
項
を
記
載
し
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的

記
録
（
以
下
「
説
明
書
面
等
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
又
は
提
供
し
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

第
七
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
に
規
定
す
る
事
項 

 

二 

第
十
一
条
の
取
消
権
に
つ
い
て
は
追
認
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
、
第
十
二
条
第
一
項
の
解
除
権
に
つ
い
て
は
出

演
者
が
当
該
解
除
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
知
っ
た
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
ま
で
、

五
年
間
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。 



 

  
 

八
 

 
三 

撮
影
さ
れ
た
映
像
に
よ
り
出
演
者
が
特
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。 

 

四 
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
が
整
備
し
た
体
制
に
お
け
る
同
項
に
規
定
す
る
相
談
に
応
じ
る
機
関
（
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
整
備
し
た
体
制
に
お
け
る
当
該
相
談
に
応
じ
る
機
関
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
機
関
を
含
む
。）

の
名
称
及
び
連
絡
先 

 

五 

そ
の
他
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項 

２ 

制
作
公
表
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
説
明
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
出
演
者
が
そ
の
内
容
を
容
易
か
つ
正
確
に
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
丁
寧
に
、
か
つ
、
分
か
り
や
す
く
、
こ
れ
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

制
作
公
表
者
以
外
の
者
は
、
出
演
契
約
の
内
容
又
は
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
関
し
、
出
演
者
を
誤
認
さ
せ
る
よ
う

な
説
明
そ
の
他
の
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
出
演
契
約
書
等
の
交
付
等
義
務
） 

第
六
条 

制
作
公
表
者
は
、
出
演
者
と
の
間
で
出
演
契
約
を
締
結
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
出
演
者
に
対
し
、
出
演
契

約
事
項
が
記
載
さ
れ
又
は
記
録
さ
れ
た
出
演
契
約
書
等
を
交
付
し
、
又
は
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
二
節 

履
行
等
に
関
す
る
特
則 



  
 

九
 

 
（
性
行
為
映
像
制
作
物
の
撮
影
） 

第
七
条 

出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
は
、
当
該
出
演
者
が
出
演
契
約
書
等
の
交
付
若
し
く
は
提
供

を
受
け
た
日
又
は
説
明
書
面
等
の
交
付
若
し
く
は
提
供
を
受
け
た
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
一
月
を
経
過
し
た
後
で
な
け

れ
ば
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
に
お
い
て
、
出
演
者
は
、
出
演
契
約
に
お
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る

性
行
為
に
係
る
姿
態
の
撮
影
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
全
部
又
は
一
部
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
制
作
公
表

者
又
は
第
三
者
に
損
害
が
生
じ
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
当
該
出
演
者
は
、
そ
の
賠
償
の
責
任
を
負
わ
な
い
。 

３ 

出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
出
演
者
の
健
康
の
保
護
（
生
殖
機
能
の
保
護
を

含
む
。
）
そ
の
他
の
安
全
及
び
衛
生
並
び
に
出
演
者
が
性
行
為
に
係
る
姿
態
の
撮
影
を
拒
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
そ
の
他
そ
の
債
務
の
履
行
の
任
意
性
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
特
に
配
慮
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

４ 

い
か
な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
に
密
接
に
関
連
す
る
出
演

者
の
撮
影
（
私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
六
号
）



 

  
 

一
〇

 

第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
人
の
姿
態
の
撮
影
に
限
る
。
）
は
、
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演

に
係
る
撮
影
と
み
な
し
て
前
三
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
二
項
中
「
性
行
為
に
係
る
姿
態
」
と
あ

る
の
は
、
「
私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ

る
人
の
姿
態
」
と
す
る
。 

 

（
撮
影
さ
れ
た
映
像
の
確
認
） 

第
八
条 

制
作
公
表
者
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
に
、
出
演
者
に
対
し
、
出
演
契
約
に
基
づ
い

て
撮
影
さ
れ
た
映
像
の
う
ち
当
該
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
映
像
で
あ
っ
て
公
表
を
行
う
も
の
（
当

該
制
作
公
表
者
が
当
該
公
表
に
関
す
る
権
原
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
を
確
認
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
の
制
限
） 

第
九
条 

性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
は
、
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
に
係
る
全
て
の
撮
影
が
終
了
し
た
日
か
ら
四
月
を
経
過

し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

 
 

第
三
節 

無
効
、
取
消
し
及
び
解
除
等
に
関
す
る
特
則 

 

（
出
演
契
約
等
の
条
項
の
無
効
） 



  
 

一
一

 

第
十
条 

性
行
為
映
像
制
作
物
を
特
定
し
な
い
で
、
出
演
者
に
契
約
の
相
手
方
そ
の
他
の
者
が
指
定
す
る
性
行
為
映
像
制
作
物

へ
の
出
演
を
す
る
義
務
を
課
す
契
約
の
条
項
は
、
無
効
と
す
る
。 

２ 

次
に
掲
げ
る
出
演
契
約
の
条
項
は
、
無
効
と
す
る
。 

 

一 

出
演
者
の
債
務
不
履
行
に
つ
い
て
損
害
賠
償
の
額
を
予
定
し
、
又
は
違
約
金
を
定
め
る
条
項 

 

二 

制
作
公
表
者
の
債
務
不
履
行
に
よ
り
出
演
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
任
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
免
除
し
、
又

は
制
作
公
表
者
に
そ
の
責
任
の
有
無
若
し
く
は
限
度
を
決
定
す
る
権
限
を
付
与
す
る
条
項 

 

三 

制
作
公
表
者
の
債
務
の
履
行
に
際
し
て
さ
れ
た
そ
の
制
作
公
表
者
の
不
法
行
為
に
よ
り
出
演
者
に
生
じ
た
損
害
を
賠
償

す
る
責
任
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
免
除
し
、
又
は
制
作
公
表
者
に
そ
の
責
任
の
有
無
若
し
く
は
限
度
を
決
定
す
る
権
限

を
付
与
す
る
条
項 

 

四 

出
演
者
の
権
利
を
制
限
し
又
は
そ
の
義
務
を
加
重
す
る
条
項
で
あ
っ
て
、
民
法
第
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
基
本
原
則

に
反
し
て
出
演
者
の
利
益
を
一
方
的
に
害
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 

（
出
演
契
約
の
取
消
し
） 

第
十
一
条 

制
作
公
表
者
が
第
五
条
第
一
項
又
は
第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
出
演
者
は
、
そ
の
出
演
者
の
性
行
為



 

  
 

一
二

 

映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
出
演
契
約
の
申
込
み
又
は
そ
の
承
諾
の
意
思
表
示
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
制
作
公
表

従
事
者
が
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。 

 

（
出
演
契
約
の
法
定
義
務
違
反
に
よ
る
解
除
） 

第
十
二
条 

次
に
掲
げ
る
と
き
は
、
出
演
者
は
、
民
法
第
五
百
四
十
一
条
の
催
告
を
す
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
そ
の
出
演
者
の

性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
出
演
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

一 

第
七
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
そ
の
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
（
同

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
と
み
な
さ
れ
る
撮
影
を
含
む
。
）
が
行

わ
れ
た
と
き
。 

 

二 

第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
そ
の
出
演
者
に
対
し
、
撮
影
さ
れ
た
映
像
の
う
ち
当
該
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物

へ
の
出
演
に
係
る
映
像
で
あ
っ
て
公
表
を
行
う
も
の
を
確
認
す
る
機
会
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公

表
が
行
わ
れ
た
と
き
。 

 

三 

第
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
の
期
間
を
経
過
す
る
前
に
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
が
行
わ
れ
た
と
き
。 

２ 

前
項
の
解
除
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
制
作
公
表
者
は
、
当
該
解
除
に
伴
う
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な



  
 

一
三

 

い
。 

 

（
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
） 

第
十
三
条 
出
演
者
は
、
任
意
に
、
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
、
そ
の
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る

出
演
契
約
の
申
込
み
の
撤
回
又
は
当
該
出
演
契
約
の
解
除（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
」
と
い
う
。
）

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
当
該
出
演
者
に
係
る
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し

た
と
き
（
出
演
者
が
、
制
作
公
表
者
若
し
く
は
制
作
公
表
従
事
者
が
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
て
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等

に
関
す
る
事
項
に
つ
き
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為
を
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
告
げ
ら
れ
た
内
容
が
事
実
で
あ
る
と
の
誤
認

を
し
、
又
は
制
作
公
表
者
若
し
く
は
制
作
公
表
従
事
者
が
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
て
威
迫
し
た
こ
と
に
よ
り
困
惑
し
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
当
該
期
間
を
経
過
す
る
ま
で
に
そ
の
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、当
該
出
演
者
が
、

当
該
制
作
公
表
者
又
は
制
作
公
表
従
事
者
が
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
そ
の
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
旨
を
記
載
し
て
交
付
し
た
書
面
を
受
領
し
た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
と
き
）
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

２ 

出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
は
、
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
に
係
る
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
に
よ
る
通
知
を
発
し
た
時
に
、

そ
の
効
力
を
生
ず
る
。 



 

  
 

一
四

 

３ 

出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
制
作
公
表
者
は
、
当
該
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
に
伴
う
損
害

賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
に
反
す
る
特
約
で
出
演
者
に
不
利
な
も
の
は
、
無
効
と
す
る
。 

５ 

制
作
公
表
者
及
び
制
作
公
表
従
事
者
は
、
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
を
妨
げ
る
た
め
、
出
演
者
に
対
し
、
出
演
契
約
の
任

意
解
除
等
に
関
す
る
事
項
（
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
そ
の
他
そ
の
出
演
契
約
に
関
す

る
事
項
で
あ
っ
て
出
演
者
の
判
断
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
重
要
な
も
の
に
つ
き
、
不
実
の
こ
と
を
告
げ
る
行
為
を
し

て
は
な
ら
な
い
。 

６ 

制
作
公
表
者
及
び
制
作
公
表
従
事
者
は
、
出
演
契
約
の
任
意
解
除
等
を
妨
げ
る
た
め
、
出
演
者
を
威
迫
し
て
困
惑
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
。 

 

（
解
除
の
効
果
） 

第
十
四
条 

出
演
契
約
が
解
除
さ
れ
た
と
き
は
、
各
当
事
者
は
、
そ
の
相
手
方
を
原
状
に
復
さ
せ
る
義
務
を
負
う
。 

 
 

 
 

第
四
節 

差
止
請
求
権 

第
十
五
条 

出
演
者
は
、
出
演
契
約
に
基
づ
く
こ
と
な
く
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
が
行
わ
れ
た
と
き
又
は
出
演
契
約



  
 

一
五

 

の
取
消
し
若
し
く
は
解
除
を
し
た
と
き
は
、
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
を
行
い
又
は
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
者
に

対
し
、
当
該
制
作
公
表
の
停
止
又
は
予
防
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

出
演
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
す
る
に
際
し
、
そ
の
制
作
公
表
の
停
止
又
は
予
防
に
必
要
な
措
置
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

制
作
公
表
者
は
、
出
演
者
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
出
演
者
に
対
し
、
そ
の
性
行

為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
を
行
い
又
は
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
者
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、
当
該
者
に
対
す
る
制
作
公
表
の

停
止
又
は
予
防
に
関
す
る
通
知
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

 

第
三
章 

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
の
特
例 

第
十
六
条 

特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
二
項

及
び
第
四
条
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法

律
第
四
条
の
場
合
の
ほ
か
、
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
（
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発

信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
三
号
の
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
を
い
う
。
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て

同
じ
。
）
は
、
特
定
電
気
通
信
（
同
法
第
二
条
第
一
号
の
特
定
電
気
通
信
を
い
う
。
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
よ
る
情



 

  
 

一
六

 

報
の
送
信
を
防
止
す
る
措
置
を
講
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
措
置
に
よ
り
送
信
を
防
止
さ
れ
た
情
報
の
発
信
者
（
同
法
第

二
条
第
四
号
の
発
信
者
を
い
う
。
第
二
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
生
じ
た
損
害
に
つ
い
て
は
、
当
該
措
置
が
当

該
情
報
の
不
特
定
の
者
に
対
す
る
送
信
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
と
き
は
、
賠
償
の
責
め
に
任
じ
な
い
。 

 

一 

特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
で
あ
っ
て
性
行
為
映
像
制
作
物
に
係
る
も
の
の
流
通
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ

た
と
す
る
者
（
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
の
出
演
者
に
限
る
。
）
か
ら
、
当
該
権
利
を
侵
害
し
た
と
す
る
情
報
（
以
下
こ

の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
」
と
い
う
。
）
、
当
該
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
旨
、
当
該
権
利

が
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
理
由
及
び
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
が
性
行
為
映
像
制
作
物
に
係
る
も
の
で
あ
る
旨

（
同
号
に
お
い
て
「
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
等
」
と
い
う
。
）
を
示
し
て
当
該
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
に
対

し
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
の
送
信
を
防
止
す
る
措
置
（
同
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
「
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害

情
報
送
信
防
止
措
置
」
と
い
う
。
）
を
講
ず
る
よ
う
申
出
が
あ
っ
た
と
き
。 

 

二 

当
該
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
が
、
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
の
発
信
者
に
対
し
当
該
性
行
為
映
像
制
作

物
侵
害
情
報
等
を
示
し
て
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情
報
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
す
る
か
ど
う
か
を



  
 

一
七

 

照
会
し
た
と
き
。 

 

三 
当
該
発
信
者
が
当
該
照
会
を
受
け
た
日
か
ら
二
日
を
経
過
し
て
も
当
該
発
信
者
か
ら
当
該
性
行
為
映
像
制
作
物
侵
害
情

報
送
信
防
止
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
同
意
し
な
い
旨
の
申
出
が
な
か
っ
た
と
き
。 

 
 

 

第
四
章 
相
談
体
制
の
整
備
等 

 

（
相
談
体
制
の
整
備
） 

第
十
七
条 

国
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
勧
誘
、
出
演
契
約
等
の
締
結
及
び
そ
の
履
行
等
、
性
行
為
映
像
制

作
物
の
制
作
公
表
の
各
段
階
に
お
い
て
、
出
演
者
の
個
人
と
し
て
の
人
格
を
尊
重
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
心
身
の
健
康
及
び
私

生
活
の
平
穏
そ
の
他
の
利
益
を
保
護
し
、
も
っ
て
そ
の
性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
観
点
か
ら
、

性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
発
生
及
び
拡
大
の
防
止
を
図
り
、
並
び
に
そ
の
被
害
を
受
け
た
出
演
者
の
救

済
に
資
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
被
害
の
背
景
に
あ
る
貧
困
、
性
犯
罪
及
び
性
暴
力
等
の
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
資
す
る
よ

う
、
出
演
者
そ
の
他
の
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
そ
の
心
身
の
状
態
及
び
生
活
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
適
切
に

対
応
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

都
道
府
県
は
、
そ
の
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
項
の
国
の
体
制
の
整
備
に
準
じ
た
体
制
の
整
備
を
す
る
よ
う
努
め



 

  
 

一
八

 

る
も
の
と
す
る
。 

 

（
そ
の
他
の
支
援
措
置
等
） 

第
十
八
条 
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
背
景

に
あ
る
貧
困
、
性
犯
罪
及
び
性
暴
力
等
の
問
題
の
根
本
的
な
解
決
に
資
す
る
よ
う
、
社
会
福
祉
に
関
す
る
施
策
、
性
犯
罪
及

び
性
暴
力
の
被
害
者
へ
の
支
援
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
出
演
者
そ
の
他
の
者
へ

の
支
援
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
被
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
） 

第
十
九
条 

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
が
一
度
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
は
そ

の
被
害
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
著
し
く
困
難
と
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
学
校
を
は
じ
め
、
地
域
、
家
庭
、
職
域
そ
の
他
の
様
々

な
場
を
通
じ
て
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
関
す
る

国
民
の
十
分
な
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
に
必
要
な
教
育
活
動
及
び
啓
発
活
動
の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

第
五
章 

罰
則 

第
二
十
条 

第
十
三
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役



  
 

一
九

 

若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

第
二
十
一
条 

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
百

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。 

 

一 

第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
説
明
書
面
等
を
交
付
せ
ず
若
し
く
は
提
供
せ
ず
、
又
は
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事

項
が
記
載
さ
れ
若
し
く
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
説
明
書
面
等
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
の
あ
る
説
明
書
面
等

を
交
付
し
若
し
く
は
提
供
し
た
と
き
。 

 

二 

第
六
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
出
演
契
約
書
等
を
交
付
せ
ず
若
し
く
は
提
供
せ
ず
、
又
は
出
演
契
約
事
項
が
記
載
さ
れ

若
し
く
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
出
演
契
約
書
等
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
の
あ
る
出
演
契
約
書
等
を
交
付
し

若
し
く
は
提
供
し
た
と
き
。 

第
二
十
二
条 

法
人
の
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法

人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人

に
対
し
て
当
該
各
号
に
定
め
る
罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。 

 

一 

第
二
十
条 

一
億
円
以
下
の
罰
金
刑 



 

  
 

二
〇

 

 
二 

前
条 

同
条
の
罰
金
刑 

２ 
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
、
そ
の
訴

訟
行
為
に
つ
き
そ
の
人
格
の
な
い
社
団
又
は
財
団
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴

訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
五
章
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

第
二
条 

第
二
章
（
第
十
条
第
一
項
及
び
第
四
節
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
出
演
契
約
並

び
に
こ
れ
に
基
づ
く
出
演
者
の
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
撮
影
、
そ
の
撮
影
さ
れ
た
映
像
の
確
認
及
び
そ
の
性

行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 

２ 

第
十
条
第
一
項
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
締
結
さ
れ
た
契
約
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。 



  
 

二
一

 

第
三
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
す
る
日
（
次
項
に
お
い
て
「
二
年
経
過
日
」
と
い
う
。
）
ま
で

の
間
に
さ
れ
た
出
演
契
約
の
出
演
者
か
ら
の
申
込
み
若
し
く
は
そ
の
申
込
み
に
係
る
出
演
契
約
又
は
そ
の
間
に
締
結
さ
れ
た

出
演
契
約
に
つ
い
て
の
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
一
年
」
と
あ
る
の
は
、
「
二
年
」
と
す

る
。 

２ 

二
年
経
過
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
さ
れ
た
出
演
契
約
の
出
演
者
か
ら
の
申
込
み
若
し

く
は
そ
の
申
込
み
に
係
る
出
演
契
約
又
は
そ
の
間
に
締
結
さ
れ
た
出
演
契
約
（
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
も
の
を
除
く
。）

に
つ
い
て
の
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
経
過
し
た
」
と
あ
る
の
は
、
「
経
過
し
、
か
つ
、

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
四
年
六
月
を
経
過
し
た
」
と
す
る
。 

３ 

前
二
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
五
条
第
一
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
号
中
「
事
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
事
項
（
附
則
第
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
ら
れ
た

第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
事
項
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。 

 

（
検
討
） 

第
四
条 

こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
二
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討



 

  
 

二
二

 

が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
前
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
性
行
為
映
像
制
作
物
の
公
表
期
間
の
制
限
及
び
無
効
と
す
る
出
演
契
約
等
の
条
項
の
範
囲

そ
の
他
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
を
行
う
よ
う
に
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
調
整
規
定
） 

第
五
条 

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
二
十
七
号
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
十
六
条

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
中
「
及
び
第
四
条
」
と
あ
る
の
は
、
「
及
び
第
三
条
の
二
」
と
す
る
。 

 

（
刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
理
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
八 

 
 
 

 

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
八
十
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

十
七 

性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係

る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和



  
 

二
三

 

四
年
法
律
第
七
十
八
号
）
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条 





  
 

二
五

 

 
 

 
 
 

理 

由 

 

性
行
為
映
像
制
作
物
の
制
作
公
表
に
よ
り
出
演
者
の
心
身
及
び
私
生
活
に
将
来
に
わ
た
っ
て
取
り
返
し
の
付
か
な
い
重
大
な

被
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
現
に
生
じ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
発

生
及
び
拡
大
の
防
止
を
図
り
、
並
び
に
そ
の
被
害
を
受
け
た
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
に
徹
底
し
た
対
策
を
講
ず
る
こ
と

が
出
演
者
の
個
人
と
し
て
の
人
格
を
尊
重
し
、
あ
わ
せ
て
そ
の
心
身
の
健
康
及
び
私
生
活
の
平
穏
そ
の
他
の
利
益
を
保
護
す
る

た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
に
、
出
演
者
の
性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た

め
、
性
行
為
の
強
制
の
禁
止
並
び
に
他
の
法
令
に
よ
る
契
約
の
無
効
及
び
性
行
為
そ
の
他
の
行
為
の
禁
止
又
は
制
限
を
い
さ
さ

か
も
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
こ
の
法
律
の
実
施
及
び
解
釈
の
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
出
演
契
約
の
締
結
及

び
履
行
等
に
当
た
っ
て
の
制
作
公
表
者
等
の
義
務
、
出
演
契
約
の
効
力
の
制
限
及
び
解
除
並
び
に
差
止
請
求
権
の
創
設
等
の
厳

格
な
規
制
を
定
め
る
特
則
並
び
に
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る

法
律
の
特
例
を
定
め
る
と
と
も
に
、
出
演
者
等
の
た
め
の
相
談
体
制
の
整
備
等
に
つ
い
て
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ

の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。 



一 
 
 
 
 

 
 

 

性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係
る
被
害
の
防
止
及
び
出
演
者
の
救
済
に
関
す
る
件 

  

政
府
は
、
性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に
係

る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
当

た
っ
て
は
、
次
の
事
項
に
留
意
し
、
そ
の
運
用
等
に
つ
い
て
遺
漏
な
き
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

性
行
為
映
像
制
作
物
（
以
下
「
Ａ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
へ
の
出
演
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

性
暴
力
被
害
者
、
い
わ
ゆ
る
虐
待
サ
バ
イ
バ
ー
・
発
達
特
性
の
あ
る
人
も
含
め
、
全
て
の
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
の
尊
厳
と
人
格

を
尊
重
し
、
被
害
の
予
防
や
救
済
の
実
現
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
本
法
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約
や
違
法
な
行
為

を
容
認
又
は
合
法
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。 

二 

本
法
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
本
法
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
関
係
機
関
等
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
成
立

に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
若
年
層
に
対
す
る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
に
関
す
る
啓
発
を
行
う
な
ど
、
本
法
の

被
害
防
止
・
救
済
に
関
す
る
広
報
・
普
及
啓
発
を
よ
り
具
体
的
か
つ
積
極
的
に
行
う
こ
と
。 

三 

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
被
害
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
内
閣
府
に
お
け

る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
対
策
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
実
効
性
の
あ
る
相
談
体
制
を
構
築

文部科学省
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二 
 
 
 
 

す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
支
援
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
法
テ
ラ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
被
害
防
止
・
救
済
に
取
り
組
む
関
係
機
関
、
地

方
公
共
団
体
の
男
女
共
同
参
画
窓
口
等
の
関
係
構
築
を
促
進
し
、
支
援
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
警
察
に
お
け
る
相
談

支
援
体
制
を
強
化
し
、
女
性
警
察
官
の
配
置
の
強
化
な
ど
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
確
保
、
傷
つ
い
た

心
理
に
寄
り
添
う
対
応
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

四 

被
害
者
が
制
作
公
表
者
の
氏
名
・
住
所
を
知
ら
な
い
ま
ま
海
外
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し
た
被
害
が
拡
散

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
被
害
者
が
本
法
の
定
め
る
解
除
、
取
消
、
差
止
請
求
を
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
が
拡
散
防
止
措
置
を
迅
速
に
、
困
難
な
く
申
請
で
き
る
よ
う
、
時
機
に
か
な
っ
た
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
救
済
の
た
め
の
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
。
ま
た
、
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
自
身
に
よ
る
契
約
約
款
や
利
用
規
約
等
に
基
づ
く
主
体
的
な
削
除
等
の
取
組
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
迅
速
・
的
確
な
拡
散
防
止
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。 

五 

本
法
施
行
後
に
お
い
て
、
差
止
請
求
、
拡
散
防
止
及
び
被
害
の
相
談
件
数
等
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
を
行
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

六 

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
罰
則
規
定
と
と
も
に
、
刑
法
の
強
要
罪
、
強
制
性
交
等
罪
等
、
職
業
安
定
法
、
労



三 
 
 
 
 

働
者
派
遣
法
、
売
春
防
止
法
、
著
作
権
法
、
私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
リ
ベ
ン

ジ
ポ
ル
ノ
対
策
法
）
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

（
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
）
に
よ
る
厳
正
な
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
法
の
趣
旨
及
び
罰
則
規
定
の
意
義
、
本
法

制
定
の
背
景
で
あ
る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
の
特
徴
と
重
大
性
に
つ
い
て
、
必
要
な
研
修
を
職
員
に
行
い
、
法
曹
関
係
者
に
周
知
す

る
こ
と
。 

  

右
決
議
す
る
。 



性
を
め
ぐ
る
個
人
の
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら
れ
る
社
会
の
形
成
に
資
す
る
た
め
に
性
行
為
映
像
制
作
物
へ
の
出
演
に

係
る
被
害
の
防
止
を
図
り
及
び
出
演
者
の
救
済
に
資
す
る
た
め
の
出
演
契
約
等
に
関
す
る
特
則
等
に
関
す
る
法

律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議 

 

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

一 

性
行
為
映
像
制
作
物
（
以
下
「
Ａ
Ｖ
」
と
い
う
。
）
へ
の
出
演
に
よ
り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

性
暴
力
被
害
者
、
い
わ
ゆ
る
虐
待
サ
バ
イ
バ
ー
・
発
達
特
性
の
あ
る
人
も
含
め
、
全
て
の
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
の
尊
厳
と
人
格

を
尊
重
し
、
被
害
の
予
防
や
救
済
の
実
現
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
本
法
が
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約
や
違
法
な
行
為

を
容
認
又
は
合
法
化
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。 

 

二 

本
法
の
適
切
な
運
用
を
図
る
た
め
、
本
法
の
趣
旨
及
び
内
容
に
つ
い
て
関
係
機
関
等
に
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
成
立

に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
若
年
層
に
対
す
る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
に
関
す
る
啓
発
を
行
う
な
ど
、
本
法
の

被
害
防
止
・
救
済
に
関
す
る
広
報
・
普
及
啓
発
を
よ
り
具
体
的
か
つ
積
極
的
に
行
う
こ
と
。 

 

三 

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
に
対
す
る
適
切
な
支
援
を
行
う
た
め
、
被
害
の
実
態
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
内
閣
府
に
お
け

る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
対
策
の
た
め
の
体
制
を
整
え
る
こ
と
。
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、
実
効
性
の
あ
る
相
談
体
制
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
被
害
者
の
支
援
に
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
、
法
テ
ラ
ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
被
害
防
止
・
救
済
に
取
り
組
む
関
係
機
関
、
地

方
公
共
団
体
の
男
女
共
同
参
画
窓
口
等
の
関
係
構
築
を
促
進
し
、
支
援
環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。
警
察
に
お
け
る
相
談

支
援
体
制
を
強
化
し
、
女
性
警
察
官
の
配
置
の
強
化
な
ど
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境
の
確
保
、
傷
つ
い
た

令

和

四

年

六

月

十

四

日 

参

議

院

内

閣

委

員

会 
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心
理
に
寄
り
添
う
対
応
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 

 
四 
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
に
至
る
背
景
と
な
る
問
題
を
把
握
・
分
析
し
、
包
括
的
な
解
決
に
向
け
必
要
な
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
。 

 

五 

被
害
者
が
制
作
公
表
者
の
氏
名
・
住
所
を
知
ら
な
い
ま
ま
海
外
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し
た
被
害
が
拡
散

し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
被
害
者
が
本
法
の
定
め
る
解
除
、
取
消
、
差
止
請
求
を
実
施
で
き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
行
う
こ

と
。
ま
た
、
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
が
拡
散
防
止
措
置
を
迅
速
に
、
困
難
な
く
申
請
で
き
る
よ
う
、
時
機
に
か
な
っ
た
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
。
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
者
救
済
の
た
め
の
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
の
役
割
な
ど
を
明
ら
か
に
し
、
対
策
を
強
化
す
る

こ
と
。
ま
た
、
サ
イ
ト
運
営
事
業
者
自
身
に
よ
る
契
約
約
款
や
利
用
規
約
等
に
基
づ
く
主
体
的
な
削
除
等
の
取
組
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
迅
速
・
的
確
な
拡
散
防
止
の
対
応
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
行
う
こ
と
。
加
え
て
、
拡
散
に
つ
な
が
り
得

る
違
法
な
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
に
つ
い
て
、
よ
り
厳
正
に
対
応
す
る
こ
と
。 

 

六 

本
法
施
行
後
に
お
い
て
、
差
止
請
求
、
拡
散
防
止
及
び
被
害
の
相
談
件
数
等
に
つ
い
て
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
結
果
に
基
づ
い
て
検
討
を
行
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 

七 

Ａ
Ｖ
出
演
被
害
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
罰
則
規
定
と
と
も
に
、
刑
法
の
強
要
罪
、
強
制
性
交
等
罪
等
、
職
業
安
定
法
、
労

働
者
派
遣
法
、
売
春
防
止
法
、
著
作
権
法
、
私
事
性
的
画
像
記
録
の
提
供
等
に
よ
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
リ
ベ
ン

ジ
ポ
ル
ノ
対
策
法
）
、
児
童
買
春
、
児
童
ポ
ル
ノ
に
係
る
行
為
等
の
規
制
及
び
処
罰
並
び
に
児
童
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律

（
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
）
に
よ
る
厳
正
な
取
締
り
を
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
本
法
の
趣
旨
及
び
罰
則
規
定
の
意
義
、
本
法

制
定
の
背
景
で
あ
る
Ａ
Ｖ
出
演
被
害
の
特
徴
と
重
大
性
に
つ
い
て
、
必
要
な
研
修
を
職
員
に
行
い
、
法
曹
関
係
者
に
周
知
す

る
こ
と
。 

  
 

右
決
議
す
る
。 



府 共 第 ３ ８ １ 号 
令和４年６月１５日 

 
各都道府県知事 殿 

内閣府男女共同参画局長 
 
 

「性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像

制作物への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演

契約等に関する特則等に関する法律」（ＡＶ出演被害防止・救済法）の成立につ

いて 
 
 

「性をめぐる個人の尊厳が重んぜられる社会の形成に資するために性行為映像制作物

への出演に係る被害の防止を図り及び出演者の救済に資するための出演契約等に関する

特則等に関する法律」（ＡＶ出演被害防止・救済法。以下「本法」という。）は、令和４年

６月 15 日に成立しました。 
本法は、性行為映像制作物（以下「ＡＶ」という。）の制作公表により、出演者の心身

及び私生活に将来にわたって取り返しのつかない重大な被害が生ずるおそれがあり、ま

た、現に生じていることに鑑み、全ての年齢、性別の者について、被害を防止し、また、

被害を受けた出演者の救済に資するために徹底した対策を講ずることが出演者の個人と

しての人格を尊重し、あわせてその心身の健康及び私生活の平穏その他の利益を保護し、

性行為の強制の禁止、出演契約の特則等により、出演者の性をめぐる個人の尊厳が重んぜ

られる社会の形成に資することを目的として制定されたものです。 
 本法では、ＡＶ出演契約の勧誘、締結、履行等及びＡＶの公表等の各段階における、出

演者等からの相談について、国に相談体制の整備義務を、地方公共団体にその努力義務を

課しており、相談体制の整備は極めて重要です。内閣府では、性犯罪・性暴力被害者支援

のための交付金により、被害者の心身の負担を軽減するため、被害直後から相談を受け、

緊急避妊薬の処方や証拠採取などの医療的支援、弁護士相談や弁護士を紹介するなどの

法的支援、相談・カウンセリングなどの心理的支援、学校、児童相談所、婦人相談所、福

祉事務所等と連携した支援を可能な限り一か所で提供する各都道府県等の性犯罪・性暴

力被害者のためのワンストップ支援センター（以下「ワンストップ支援センター」とい

う。）を支援しているところですが、各都道府県知事におかれては、ＡＶ出演を含む性暴

力被害者支援の一層の充実に向け、下記に留意の上、所要の措置を講ずるようお願いしま

す。 
 また、各都道府県内の市区町村等に対して、本法の周知を図るとともに、ワンストップ

文部科学省
テキストボックス
別添⑤



支援センターと連携し、適切な支援が図られるよう御協力をお願いします。 
 なお、本通知は、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）第 245 条の４第１項の規定

に基づく技術的助言であることを申し添えます。 
 

記 
 
１ 本法の全体像 

本法は、ＡＶ出演被害の実態に鑑み、出演者に性行為を強制してはならず、公序良

俗に反する契約や違法な行為を容認するものでも、合法化するものでもないこと等

の基本原則を明らかにした上で、ＡＶ出演に係る契約について、契約の締結、内容及

び履行等に関する特則を定め、制作公表者が契約書面交付及び説明義務に反した場

合の取消、法定義務に違反した場合の解除、公表後一定期間の無条件解除を認めると

ともに、契約関係が解消された場合などにおけるアダルトビデオ出演被害の更なる

拡大を防ぐための差止請求やプロバイダ責任制限法の特例、国などの相談体制等の

整備義務、制作公表者等に関する罰則などについて定めるものであること。 
 
２ 相談体制の整備（第 17 条） 

本法では、制作公表者は、出演者との間で出演契約を締結しようとするときは、出

演契約書等の案を示して説明するとともに、本法で定める事項等を記載し又は記録し

た説明書面等を交付・提供して説明することが義務付けられており（第５条第１項）、

この中には、国及び地方公共団体が整備した相談窓口（ワンストップ支援センターを

想定）の名称、連絡先等（第５条第１項第４号）を明記するとされていること。 
従って、今後、ワンストップ支援センターにＡＶ出演被害に関する取消や解除など

の法律に関する問い合わせや差止請求などに関する法的支援を求めるものが増える

ことが予想されるものであること。 
出演者から、各都道府県等のワンストップ支援センターに相談があった際は、内閣

府が別途配布する資料等を参考とし、本法の内容の説明、契約に関する取消、解除等

に関する支援、また、必要に応じ、関係機関と連携し、被害の背景にある貧困、性犯

罪及び性暴力等の問題の根本的な解決を目指し、支援を進めること。 
 
３ ＡＶ出演被害の背景にある問題に関する支援措置等（第 18 条） 

国及び地方公共団体は、ＡＶ出演被害の背景にある貧困、性犯罪及び性暴力等の問

題の根本的な解決に資するよう、社会福祉に関する施策、性犯罪及び性暴力の被害者

への支援に関する施策その他の関連する施策との連携を図りつつ、出演者その他の

者への支援その他必要な措置を講ずること。 



 
４ 被害の発生を未然に防止するための教育及び啓発（第 19 条） 

国及び地方公共団体は、ＡＶ出演被害が一度発生した場合においてはその被害の回

復を図ることが著しく困難となることに鑑み、学校をはじめ、地域、家庭、職域その

他の様々な場を通じて、ＡＶ出演被害の発生を未然に防止するために必要な事項に関

する国民の十分な理解と関心を深めるために必要な教育活動及び啓発活動の充実を

図ることとされていること。 
各都道府県におかれては、今後、内閣府が作成する啓発物等を活用しつつ、積極的

な広報、周知に努めていただきたいこと。 
 

以上 
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啓発カード（高校・大学・一般用共通） 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発ステッカー（高校生用） 

サイズＷ105×Ｈ148mm 

啓発ステッカー（大学・一般用） 

サイズＷ105×Ｈ148mm 
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